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①PETとCTの画像を融合するこ
とで精度の高い診断が可能です。

　PETの「細胞の活動状態」とCTの
「形態の変化」の画像を組み合わ
せることによって、がんの位置
だけでなく、がんの進行度や良性・悪性の鑑別など、
より精度の高い診断が可能です。

②一度に全身のがん診断ができるため予想外の部位での
発見や転移も診断できます。

③PET/CT検査により、より適切な治療方法を選択する
ことができます。

④検査受付から終了までは、約3時間です。

Ｑ
：
検
査
結
果
の
説
明
は
？

Ａ
：
主
治
医
の
先
生
か
ら

の
ご
依
頼
の
場
合
は
、

主
治
医
の
先
生
宛
に

検
査
結
果（
所
見
）を

送
付
し
ま
す
の
で
、主
治
医
の

先
生
か
ら
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

  

健
診（
健
康
診
断
）の
場
合
は
、

検
査
日
の
翌
日
か
ら
1
週
間

以
内
に
検
査
結
果
報
告
書
を

ご
自
宅
又
は
ご
指
定
の
と
こ

ろ
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
ご

不
明
な
点
や
ご
質
問
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
Ｐ
Ｅ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、ご
来

院
い
た
だ
け
れ
ば
医
師
よ
り

結
果
説
明
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す（
要
予
約
）

Ｑ
：
検
査
前
日
の
食
事
は
？

Ａ
：
食
事
は
普
通
に
と
っ
て
い
た

だ
い
て
結
構
で
す
。
た
だ
し
、

検
査
受
付
時
間
の
少
な
く
と

も
5
時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。そ
れ
以
降
、水

分
制
限
の
無
い
方
は
十
分
に

水
分（
水
、お
茶
、白
湯
の
み
）

を
摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。
食

事
の
制
限
が
で
き
な
い
場
合

は
正
確
な
検
査
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
水
分
制

限
が
あ
る
方
は
受
付
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
内
服
薬
の
薬
は
飲
ん
で
良
い
の
？

Ａ
：
か
か
り
つ
け
の
先
生
よ
り
処

方
さ
れ
て
い
る
薬
は
普
段
ど

お
り
飲
ん
で
構
い
ま
せ
ん
。た

だ
し
、糖
尿
病
の
内
服
薬
を
処

方
さ
れ
て
い
る
方
は
主
治
医

の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
検
査
前
に
運
動
を
し
て
も
良
い
の
？

Ａ
：
検
査
前
に
身
体
を
動
か
す
と

使
用
し
た
筋
肉
に
薬
が
集
ま

り
、
正
確
な
検
査
が
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

検
査
前
日
と
当
日
の
運
動
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
放
射
性
薬
剤
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
安
全

な
の
？

Ａ
：
ご
く
少
量
の
放
射
性
薬
剤
Ｆ

Ｄ
Ｇ
を
静
脈
注
射
し
ま
す
。

こ
の
薬
剤
は
安
全
で
、副
作
用

の
心
配
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
：
料
金
は
？

Ａ
：
検
査
後
速
や
か
に
お
帰
り
い

た
だ
く
た
め
に
、
検
査
料
金

を
受
付
時
に
頂
戴
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
検
査

終
了
後
に
差
額
が
発
生
す
る

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
保

険
適
用
が
可
能
な
患
者
さ
ん

の
自
己
負
担
金（
3
割
負
担
の

場
合
）は
2
万
5
千
円
～
3
万

円
前
後
、
保
険
適
用
が
で
き

な
い
患
者
さ
ん
の
場
合
は
自

由
診
療
と
な
り
ま
す
の
で

10
万
円（
消
費
税
込
み
）と
な

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まずは受付にお越しください。 検査前の問診を行います。

検査薬を注射したあと、待機室で
ごゆっくりしていただきます。

検査は約20分です。
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　PET（ペット）は、細胞の代謝を画像化で
きる検査方法で、がん細胞が正常細胞に比
べて3～8倍のブドウ糖を取り込むという
性質を利用し、目印をつけたブドウ糖に似
た物質（FDG）を体内に注射し、全身を撮影
します。FDGが多く集まるところがわかり、がんが発見
できます。代謝をみるPETと形態をみるCTを組み合わせ
て一体化したものがPET/CTです。

①PET/CTが2台あります。検査機器はマルチスライス
16列で短時間に鮮明な画像が撮影できます。

②5名の医師が勤務。全員がPET核医学の認定医で、う
ち2名が放射線科の専門医、3名が核医学の専門医で、
専門スタッフが充実しています。

③検査所見は複数の医師がチェックするダブルチェッ
ク体制をとっており、精度が高い検査所見をご提供し
ています。

④PET/CT検査は20分ほどで終了します。
⑤兵庫県でも3箇所しかないPET薬剤を作るサイクロ

トロン装置を備えています。
⑥PETセンター内のホットラボ室でPET薬剤のFDGの

合成を行い、いつでも鮮明な画像の撮影が可能です。
⑦PET/CT受診者専用の駐車場が無料でご利用できます。

■
4
年
目
を
迎
え
て

　

兵
庫
医
科
大
学
病
院
に

先
端
的
が
ん
診
療
の
一
環

と
し
て「
が
ん
の
早
期
発

見
」を
目
指
す
P
E
T
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
の
は

平
成
18
年
11
月
で
、早
い
も

の
で
4
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
に
検
査
件
数

は
着
実
に
増
加
し
、3
年
目

の
1
年
間
の
検
査
件
数
は 

4
5
7
2
件
に
達
し
、
今

年
8
月
に
は
開
設
以
来
の

総
検
査
件
数
が
1
万
件
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

内
容
的
に
は
大
学
病
院

の
P
E
T
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
性
格
上
、
が
ん
の
診

断
、
転
移
、
再
発
な
ど
を
調

べ
る
保
険
診
療
が
93
%
を

占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

が
ん
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

し
て
の
健
診
も
3
%
あ
り
、

こ
れ
ま
で
約
7
0
0
名
の

方
が
受
け
ら
れ
、
肺
、
大

腸
、
甲
状
腺
な
ど
の
が
ん

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
診
療
で
依
頼
さ
れ

る
が
ん
で
最
も
多
い
の
は
、

肺
が
ん
で
全
体
の
3
分
の

1
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
大
腸
が
ん
、
乳
が

ん
、
頭
頚
部
が
ん
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
受
診
さ
れ
た

方
の
平
均
年
齢
は
健
診
が

59
才
、
保
険
診
療
が
64
才

で
、
最
高
齢
は
1
0
5
才

の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
1
万

件
以
上
の
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
薬
剤
副
作

用
な
ど
事
故
は
1
件
も
な

く
、
P
E
T
/
C
T
検
査

が
安
全
に
、
受
け
ら
れ
る

方
に
優
し
い
検
査
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、

大
学
病
院
の
患
者
さ
ん
以

外
に
他
の
医
療
機
関
の
先

生
方
か
ら
の
紹
介
で
受
診

兵庫医科大学病院PETセンター

が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効

『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
』

　

が
ん
の
画
像
診
断
に
欠
か
せ
な
い
の
が
P
E
T（
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
法
）。
本
学
で
は
平
成

18
年
11
月
に
兵
庫
医
科
大
学
病
院
P
E
T
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
る
方
は
年
々

増
加
し
、平
成
21
年
は
年
間
5
0
0
0
件
近
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

PET/CTとは

PET/CTの特徴

受　付 診察室

待機室

受付から終了までの検査時間は約3時間です。施設紹介

受
付

更
衣

問
診

検
査
薬
注
射

待
機（
約
1
時
間
）

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査

（
約
20
分
） 休

息
更
衣

終
了

ＰＥＴ/CT検査の流れ

PET/CT検査室

当院PETセンターの特徴

得意ながん

不得意ながん

肺がん、乳がん、食道がん、大腸がん、膵がん、
子宮がん、転移性肝がん、卵巣がん、
頭頸部がん、悪性リンパ腫など

早期胃がん、腎がん、前立腺がん、膀胱がん、
肝細胞がん、胆道がんなど

柏木　徹
PETセンター長

さ
れ
る
方
が
多
い
こ
と
で

す
。
他
の
医
療
機
関
で
診

断
や
治
療
を
受
け
ら
れ
、

P
E
T
/
C
T
検
査
の
み

を
当
セ
ン
タ
ー
で
受
け
ら

れ
る
方
が
全
体
の
4
割
近

く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
受
診
者
の
方
の

お
住
ま
い
は
当
然
な
が
ら

西
宮
市
、
尼
崎
市
な
ど
阪

神
間
の
方
が
多
い
で
す
が
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
奄

美
大
島
ま
で
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
っ
て
が
ん

の
患
者
さ
ん
が
増
加
す
る

と
と
も
に
、
同
じ
時
期
ま

た
は
違
っ
た
時
期
に
全
く

違
う
種
類
の
が
ん
が
発
生

す
る
、
い
わ
ゆ
る
重
複
が

ん
に
な
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
P
E
T
/
C
T
検

査
で
は
短
時
間
で
全
身
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
重
複

が
ん
の
発
見
に
も
威
力
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。
今
や

P
E
T
/
C
T
検
査
は
が

ん
の
診
療
に
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
因
み
に
米
国
で
は
す

べ
て
の
が
ん
に
保
険
が
適

応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

当
セ
ン
タ
ー
は
4
年
目

を
迎
え
て
過
去
の
経
験
と

実
績
を
踏
ま
え
、
受
診
さ

れ
た
方
々
や
紹
介
し
て
頂

い
た
先
生
方
か
ら
よ
り
一

層
の
信
頼
と
満
足
を
寄
せ

て
頂
く
施
設
と
し
て
更
な

る
発
展
を
遂
げ
、
阪
神
間

の
み
な
ら
ず
日
本
有
数
の

P
E
T
セ
ン
タ
ー
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ブドウ糖

正常細胞

がん細胞



工
内
耳
埋
め
込
み
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

18
、
19
年
度
の
耳
手
術
数

は
大
学
病
院
で
は
第
1

位
、
全
国
で
は
第
3
位
の

手
術
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。
手
術
前
に
は
聴
力

検
査
、C
T
撮
影
を
行
い
、

手
術
中
に
は
症
例
に
よ
り

顔
面
神
経
モ
ニ
タ
ー
を
使

用
す
る
な
ど
、
細
心
の
注

意
を
払
い
手
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
術
時
の
剃
毛

（
髪
の
毛
を
剃
る
こ
と
）や
、

手
術
後
の
抜
糸
を
不
要
に

し
、
入
院
期
間
を
4
、5

　

ま
た
、
平
成
21
年
6
月

か
ら
は
、
皮
膚
疾
患
に
対

す
る
ス
ト
レ
ス
・
ケ
ア
外

来
を
開
設
し
、
ス
ト
レ
ス

が
原
因
と
な
っ
て
皮
膚
症

状
が
治
り
に
く
く
な
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て

皮
膚
心
身
医
学
的
な
立
場

か
ら
治
療
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

　

患
者
さ
ん
の
話
を
よ
く

聞
き
、で
き
る
だ
け
患
者
さ

ん
の
希
望
に
沿
っ
た
治
療

が
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し

ま
す
。
基
本
的
に
は
科
学
的

な
根
拠
に
基
づ
い
た
診
療

診
療
内
容
・
専
門
分
野

耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療

は
耳
、
鼻
、
咽
喉
頭（
の

ど
）、
及
び
頭
頸
部
で
の

疾
患
の
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
常
生
活
を
送
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た

す
聴
覚
、
平
衡
覚
、
味
覚
、

嗅
覚
と
い
っ
た
感
覚
が
診

療
分
野
で
す
。

■
耳
科

　

慢
性
中
耳
炎
、
真
珠
腫

性
中
耳
炎
、
耳
硬
化
症
に

対
す
る
中
耳
手
術
や
、
人

診
療
内
容
・
専
門
分
野

　

皮
膚
の
病
気
に
は
、ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
接
触
皮

膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー

性
疾
患
、
乾か

ん

癬せ
ん

な
ど
の
炎

症
性
角
化
症
、
白は

く

癬せ
ん

や
ヘ

ル
ペ
ス
と
い
っ
た
感
染
症
、

ま
た
、
悪
性
黒
色
腫（
メ
ラ

ノ
ー
マ
）、
有ゆ

う

棘
し
ょ
く

細
胞
癌
、

ボ
ー
エ
ン
病
な
ど
の
皮

膚
悪
性
腫
瘍
に
至
る
ま
で

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

当
科
で
は
、特
定
機
能
病

院
と
し
て
専
門
的
な
治
療

が
必
要
な
重
症
の
皮
膚
疾

患
の
診
断
・
治
療
を
中
心

に
阪
神
地
域
で
中
核
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

日
間
に
す
る
な
ど
、術
前
、

術
後
の
負
担
の
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
顔
面
神
経

を
行
い
、
効
果
が
明
確
で
な

い
不
適
切
な
治
療
に
患
者

さ
ん
が
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
適
切
な
治

療
を
実
施
し
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
漢
方
療
法
も
組
み

合
わ
せ
良
好
な
成
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
重
症

の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
ス

テ
ロ
イ
ド
以
外
の
免
疫
抑

制
剤
療
法
を
行
っ
て
い
ま

す
。
心
理
社
会
的
な
ス
ト
レ

ス
の
関
与
に
も
眼
を
向
け
、

ス
ト
レ
ス
・
ケ
ア
外
来
、
短

期
教
育
入
院
に
よ
っ
て
心

身
医
学
的
な
立
場
か
ら
患

者
さ
ん
の
治
療
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

漢
方
治
療
は
夏
秋
、
免
疫

抑
制
剤
療
法
は
山
西
・
今
井
、

ス
ト
レ
ス
ケ
ア
は
上
田
の
外

来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
痺
に
対
す
る
保
存
的
、

外
科
的
治
療
や
、
突
発
性

難
聴
に
対
す
る
ス
テ
ロ
イ

ド
点
滴
療
法
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
鼻
科

　

慢
性
副
鼻
腔
炎
に
対
し
、

内
視
鏡
を
用
い
た
手
術（
内

視
鏡
下
鼻
内
手
術
）を
年
間

1
5
0
〜
2
0
0
例
行
っ

て
い
ま
す
。
鼻
は
眼
や
脳

と
い
っ
た
重
要
な
臓
器
に

隣
接
す
る
た
め
、
手
術
前

に
は
C
T
撮
影
を
行
い
、

病
変
の
部
位
と
範
囲
の
確

認
を
行
い
、
症
例
に
よ
っ

て
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
用
い
、
的
確
か

つ
安
全
な
手
術
施
行
に
配

■
乾か
ん
癬せ
ん

　

症
状
の
重
症
度
に
合
わ

せ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
D3 

外

用
剤
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、

免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
薬

剤
を
用
い
治
療
を
行
い
、

Q
O
L（
生
活
の
質
） 
の

改
善
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
重
症
の
患
者
さ
ん
を

対
象
と
し
た
新
し
い
抗

体
療
法（
T
N
F 

抗
体
、

I
L
︲
12
/
23
p
40 

抗

体
な
ど
）の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

乾
癬
に
つ
い
て
は
、
山

西
・
今
井
の
外
来
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。　

■
皮
膚
悪
性
腫
瘍

　

兵
庫
県
下
で
も
有
数
の

皮
膚
悪
性
腫
瘍
の
治
療
施

設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

慮
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
し
て
は
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
の
検
索
、
生

活
指
導
や
適
切
な
薬
剤
使

用
に
よ
り
症
状
の
軽
減
を

図
り
、
症
例
に
よ
り
外
来

で
の
粘
膜
焼
灼
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

鼻
腔
良
性
腫
瘍
に
対
し

て
は
、
内
視
鏡
手
術
と
外

切
開
を
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、腫
瘍
の
残
存
、再
発

の
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
頭
頸
部
外
科
領
域

　

口こ
う

腔く
う

癌が
ん

、
咽い
ん

頭と
う

癌が
ん

、
上じ
ょ
う

顎が
く

洞ど
う

癌が
ん

、
喉こ
う

頭と
う

癌が
ん

と
い
っ

た
、
頭
頸
部
腫
瘍
に
対
し

て
の
治
療
を
年
間
1
5
0

〜
2
0
0
例
行
っ
て
い
ま

て
い
ま
す
。
侵し
ん

襲し
ゅ
うの
少
な

い
、
腫
瘍
の
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
治
療
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
悪
性
黒
色
腫

な
ど
に
対
し
て
、
所
属
リ

ン
パ
節
郭か

く

清せ
い

に
先
立
ち
セ

ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節（
見

張
り
リ
ン
パ
節
）生
検
を

実
施
し
て
Q
O
L
の
改

善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

腫
瘍
摘
出
後
の
皮
膚
欠
損

の
修
復
に
関
し
て
も
患
者

さ
ん
の
満
足
が
得
ら
れ

る
最
適
の
術
式
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

皮
膚
悪
性
腫
瘍
に
つ
い

て
は
、
伊
藤
の
外
来
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
下か

肢し

静じ
ょ
う

脈み
ゃ
く
瘤り
ゅ
う・
難
治

性
皮
膚
潰か

い
瘍よ
う

　

重
症
度
評
価
に
空
気
脈

す
。
病
巣
部
の
組
織
検
査
、

C
T
、M
R
I
に
よ
る
画

像
検
査
に
よ
り
腫
瘍
の
範

囲
、
転
移
状
況
を
把
握
し

病
期（
病
状
の
進
行
）分
類

を
行
い
治
療
方
法
の
選
択

を
行
っ
て
い
ま
す
。
治
療

に
は
放
射
線
、
化
学
療
法

の
併
用
療
法
や
、
こ
れ
ら

の
治
療
方
法
に
手
術
を
加

え
た
治
療
方
法
に
よ
っ
て
、

よ
り
負
担
の
少
な
く
治
療

効
果
の
得
ら
れ
る
方
法
を

選
択
し
て
い
ま
す
。
化
学

療
法
時
に
は
で
き
る
限
り

副
作
用
を
少
な
く
す
る
よ

う
、
制
吐
剤
な
ど
の
併
用

を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
術

時
の
組
織
欠
損
が
広
範
に

渡
る
場
合
に
は
、
形
成
外

波
検
査（
A
P
G
）、
M
R 

静
脈
撮
影
、
ド
ッ
プ
ラ
ー

聴
診
な
ど
を
行
い
、
症
状

に
応
じ
て
、
入
院
の
上
、

結け
っ

紮さ
つ

療
法
、
瘤
り
ゅ
う

除じ
ょ

去き
ょ

術じ
ゅ
つ、

静
脈
抜
去
術
を
施
行
し
て

い
ま
す
。（
硬
化
療
法
の

み
の
治
療
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。）

　

難
治
性
潰
瘍
に
対
し

て
は
、
潰
瘍
の
原
因
を
調

べ
、
動
脈
の
閉へ

い

塞そ
く

に
よ
る

も
の
で
は
循
環
器
内
科

や
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
の
連
携
で
治
療
し
、
静

脈
う
っ
滞
に
よ
る
も
の

は
下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
先
進
的

治
療
と
し
て
新
鮮
自
家
骨

髄
移
植
に
よ
る
潰
瘍
治
療

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
、
皮
膚
潰

科
と
共
に
再
建
手
術
を
併

用
し
、
機
能
温
存
を
図
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
神
経
耳
科
領
域

　

メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
良
性

発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
、

前
庭
神
経
炎
な
ど
、
め
ま

い
を
来
た
す
疾
患
の
鑑
別
、

薬
物
、
理
学
療
法
や
生
活

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
各
種
専
門
外
来

　

味
覚
、
嗅
覚
専
門
外
来
、

幼
児
難
聴
外
来
、
補
聴
器

外
来
、耳
管
機
能
外
来
、睡

眠
時
無
呼
吸
外
来
と
い
っ

た
、
各
専
門
外
来
で
の
特

殊
検
査
、治
療
、カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

瘍
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
の

外
来
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

■
角
化
症
・
水す
い
疱ほ
う

症し
ょ
う

　

遺
伝
性
角
化
症
な
ど
の

先
天
性
疾
患
の
場
合
は
、

病
理
組
織
や
遺
伝
子
解
析

を
含
め
て
診
断
を
行
い
、

疾
患
に
応
じ
た
治
療
、
ケ

ア
を
指
導
し
ま
す
。
自
己

免
疫
水
疱
症
に
つ
い
て

は
適
切
な
診
断
の
も
と

に
、
大
量
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
療
法
を
な
ど
、
新
し
い

治
療
法
を
積
極
的
に
実
施

し
て
早
期
に
Q
O
L
の

改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　

角
化
症
・
水
疱
症
に
つ

い
て
は
、
山
西
・
上
田
の

外
来
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

耳
鼻
咽
喉
科

皮
膚
科

右真珠腫性中耳炎 蝸牛に挿入された人工内耳電極



開催日 テーマ 講演医師

平成 21 年
12 月 9 日（水） こどもの感染症 小児科　助教

岡本　恭明

平成 22 年
1 月 20 日（水）  子宮頸がんのワクチン 産科産婦人科 　講師

鍔本　浩志

シリーズ 3

がんと闘うⅡ
※ 2008 年実績

前立腺がん、小線源療法 小線源療法����������������� 12

膀胱がん、新膀胱再建術 膀胱全摘（2007年）���������3 うち新膀胱再建����������1 膀胱全摘（2008年）������� 7 うち新膀胱再建�����3

肝臓がん〈ラジオ波焼灼療法〉 ラジオ波焼灼療法�����106 肝切除手術��������������� 78 塞栓療法�������������������234

血液がん〈臍帯血移植〉 2006年����������������������������9 2007年������������������������10 2008年����������������������14

シリーズ 4

心臓病に
立ち向かう

※ 2008 年実績

腹部大動脈瘤
〈ステントグラフト内挿術〉 ステントグラフト������� 31 置換術������������������������ 23

不整脈〈心筋焼灼術〉 心筋焼灼術���������������������89 うち心房細動の件数����20

心臓弁膜症〈弁形成術〉僧帽弁形成術��������������� 13 大動脈弁置換術����������53

狭心症〈心臓カテーテル治療〉カテーテル治療件数��� 300 うちステント治療�����290 うちＤＥＳの割合������ 56.2％お問い合わせ先 兵庫医科大学病院　地域医療・総合相談センター
電話番号：0798-45-6035（直通）

神戸新聞「ひょうごの医療」に兵庫医科大学病院の治療実績が掲載されました。

10 号館 3 階　第 3 会議室　15：00 〜16：30 
申込み不要、参加費不要

開催場所・時間

疾
患
。
働
き
盛
り
の
若
い

方
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
生

じ
る
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や

高
齢
者
の
変
形
性
脊
椎
症
、

腰よ
う

部ぶ

脊せ
き

柱
ち
ゅ
う

管か
ん

狭
き
ょ
う

窄さ
く

症
し
ょ
う

な
ど
に
対
す
る
手
術
的
治

療
が
最
も
一
般
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
早
期
復
帰
や
早
期

の
職
場
復
帰
な
ど
を
目
指

し
て
最
小
侵
襲
で
の
内
視

鏡
や
顕
微
鏡
を
使
用
し
た

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
や

長
期
透
析
患
者
に
生
じ
る

脊
椎
疾
患
は
非
常
に
リ
ス

ク
を
伴
う
複
雑
な
手
術
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対

し
て
も
積
極
的
に
手
術
を

行
い
、
良
好
な
治
療
成
績

を
収
め
て
い
ま
す
。

■
上
肢
の
疾
患
・
外
傷

上
肢
の
疾
患
で
は
現
在

診
療
内
容
・
専
門
分
野

整
形
外
科
は
運
動
器
全

般
に
携
わ
る
診
療
科
で
す

の
で
そ
の
診
療
範
囲
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た

外
科
的
に
手
術
を
行
う
治

療
か
ら
各
種
ブ
ロ
ッ
ク
注

射
や
ギ
プ
ス
、
装
具
療
法

な
ど
の
保
存
的
治
療
、
そ

の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
治
療
体
系
も

様
々
で
す
。

当
科
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
疾
患
に
対
し
て
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
対
応
で
き
る
よ

う
に
大
き
く
4
チ
ー
ム

（
脊
椎
グ
ル
ー
プ
、
上
肢
グ

ル
ー
プ
、下
肢
グ
ル
ー
プ
、

腫
瘍
グ
ル
ー
プ
）に
分
か

れ
て
診
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

■
脊せ

き
椎つ
い
疾
患

体
の
中
心
で
あ
る
脊
椎

国
内
随
一
の
手
術
症
例
数

を
誇
る
舟
状
骨
骨
折
及
び

舟
状
骨
偽
関
節
に
対
す
る

手
術
で
は
田
中
教
授
が
考

案
さ
れ
た
独
自
の
ス
ク

リ
ュ
ー
を
用
い
た
手
術
が

行
わ
れ
、
遠
方
か
ら
も
多

く
の
紹
介
患
者
さ
ん
が
来

院
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

骨
折
は
非
常
に
骨
癒
合
に

時
間
を
要
し
、
早
期
の
社

会
復
帰
の
妨
げ
に
な
る

こ
と
が
多
い
骨
折
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
J
リ
ー
グ

の
選
手
を
中
心
に
体
操
選

手
、
野
球
選
手
な
ど
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
早
期

復
帰
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
青
少
年
の
野
球
選
手

に
お
け
る
野
球
肘
は
大
き

な
問
題
で
す
。
当
科
で
は
こ

れ
に
対
す
る
靱
帯
再
建
術
を

独
自
の
手
術
方
法
で
積
極
的

に
行
う
と
と
も
に
、
若
年
齢

で
の
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に

よ
る
野
球
肘
が
原
因
の
変
形

性
肘
関
節
症
の
予
防
へ
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
神
経
血
管
損
傷
に
対
す

る
顕
微
鏡
手
術
や
腱
損
傷
に

対
す
る
腱
縫
合
術
な
ど
も

上
肢
グ
ル
ー
プ
が
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

■
下
肢
関
節
疾
患

吉
矢
主
任
教
授
を
中
心
に

膝
鏡
視
下
手
術
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、県
内
は
も
と

よ
り
他
府
県
か
ら
も
多
く

の
患
者
さ
ん
が
紹
介
さ
れ

て
来
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
こ

で
は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
外

傷
に
よ
る
半
月
板
損
傷
、
靱

帯
損
傷
、
軟
骨
損
傷
等
に
対

し
て
の
半
月
板
縫
合
術
、
半

月
板
切
除
術
、A
C
L（
前

十
字
靱
帯
）再
建
術
、
軟
骨

損
傷
に
対
す
る
自
家
軟
骨

移
植
術（
モ
ザ
イ
ク
プ
ラ
ス

テ
ィ
ー
）を
行
い
そ
れ
ぞ
れ

に
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
A
C
L
再

建
で
は
生
体
の
生
理
的
な
状

態
に
限
り
な
く
近
い
自
家

ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
腱
を
用
い

た
二
重
束
再
建
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
変
形
性
関
節
症
に

対
す
る
人
工
関
節
置
換
術
や

各
種
骨
切
り
手
術
は
最
も
症

例
数
の
多
い
手
術
の
一
つ
で

す
。
加
齢
や
荷
重
軸
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
じ

る
軟
骨
の
摩
耗
が
原
因
の
歩

行
障
害
に
対
し
て
は
人
工

関
節
置
換
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。
人
工
関
節
の
際
に
は

筋
肉
や
軟
部
組
織
に
で
き

る
だ
け
侵
入
を
加
え
な
い

小
皮
切
で
の
M
I
S（
最
小

侵
襲
手
術
）人
工
関
節
置
換

術
や
正
確
な
手
術
を
行
う
た

め
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
手
術
、
青

壮
年
者
に
行
う
人
工
股
関
節

と
し
て
大
腿
骨
の
表
面
の

み
を
置
換
す
る
表
面
置
換
型

人
工
関
節
な
ど
各
疾
患
、
年

齢
、
患
者
さ
ん
の
活
動
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
多
種
の
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
骨
軟
部
腫
瘍

整
形
外
科
領
域
に
も
腫
瘍

性
疾
患
が
非
常
に
多
く
認
め

ら
れ
、
そ
の
良
性
、
悪
性
の

診
断
か
ら
手
術
的
治
療
、
術

前
術
後
の
化
学
療
法
ま
で
広

く
腫
瘍
性
疾
患
に
対
す
る
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
徴

的
な
治
療
と
し
て
は
良
性

腫
瘍
に
対
す
る
鏡
視
下
手
術

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

従
来
、
骨
腫
瘍
の
切
除
及
び

切
除
し
た
骨
の
空
間
に
自
家

骨
や
人
工
骨
を
移
植
す
る
際

に
は
骨
や
周
囲
の
軟
部
組
織

に
大
き
な
侵
襲
を
加
え
る

必
要
が
有
り
、
術
後
の
再
骨

折
や
筋
力
低
下
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
当
科

で
は
非
常
に
小
さ
い
内
視
鏡

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

術
後
の
外
固
定（
ギ
プ
ス
な

ど
）を
使
用
す
る
こ
と
な
く

早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
悪
性
腫
瘍
に
対
す

る
患
肢
温
存
手
術
、
転
移
性

骨
腫
瘍
に
対
す
る
病
的
骨
折

予
防
手
術
も
積
極
的
に
行
い

患
者
さ
ん
の
Q
O
L
の
改

善
に
努
め
て
い
ま
す
。

全
て
の
グ
ル
ー
プ
の
治

療
で
各
疾
患
、
術
式
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
に
ク
リ
ニ
カ

ル
パ
ス
を
作
成
し
術
後
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
と
し
た
治
療
の
標
準
化
を

図
り
患
者
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
い
治
療
を
行
い
、
早
期

の
社
会
復
帰
を
図
れ
る
よ

う
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
が

け
て
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

整
形
外
科

耳鼻咽喉科の診療実績（平成20 年 1月～ 12月）
□主要疾患　　
耳科領域：慢性中耳炎、真珠腫性中耳炎、耳硬化症、人工内耳、
　　　　  顔面神経麻痺　　　　　　　
鼻科領域：慢性副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、鼻中隔彎曲症
頭頸部外科領域：喉頭癌、上～下咽頭癌、口腔癌、上顎洞癌、
　　　　　　　　甲状腺腫瘍、唾液腺腫瘍
神経耳科領域：メニエール病、良性発作性頭位めまい症

□症例・手術件数
耳科領域：鼓室形成術：230 例、アブミ骨手術：18 例
　　　　  人工内耳埋め込み術：3 例、その他：43 例
鼻科領域：内視鏡下鼻内手術：155 例、鼻中隔矯正術：81 例
　　         下甲介粘膜焼灼術：205 例（うち125 例が日帰り手術）
頭頸部外科領域：甲状腺手術：22 例、中～下咽頭癌手術：27 例

    　               口腔癌手術：20 例、喉頭癌手術：28 例
 　　　　        唾液腺腫瘍手術：31 例、その他頸部手術：39 例 

　　　　　         放射線治療：50 例

□主要疾患
アトピー性皮膚炎、悪性黒色腫、基底細胞癌、有棘細胞癌、
皮膚軟部腫瘍、下肢静脈瘤、乾癬、自己免疫性水疱症など

□症例
アトピー性皮膚炎：初診 163 例、入院 1 例
　　　　　　　　　（平成21年6 月から 9 月は5例）
乾癬：初診 58 例、入院 4 例
自己免疫性水疱症：初診 15 例、入院 9 例

□手術件数　　　　　
基底細胞癌：切除縫合術 12 例、皮弁形成術 1 例
悪性黒色腫：切除植皮術 7 例、切除術 4 例、リンパ節生検 3 例
有棘細胞癌：切除術 4 例、切除植皮術 6 例、リンパ節生検 2 例
下肢静脈瘤：静脈抜去術 16 肢、大伏在静脈結紮術 104 肢、
　　　　　  小伏在静脈結紮術 31 肢
皮膚病理組織検討：475 例

整形外科の診療実績（平成20 年 1月～ 12月）
□主要疾患
膝前十字靱帯損傷、半月板損傷、変形性膝関節症、変形性股関節
症、透析性脊椎関節症、肘靱帯損傷、手舟状骨骨折、絞扼性神経
障害、関節リウマチ、腰部脊柱管狭窄症、腰椎椎間板ヘルニア

□症例・手術件数　　
人工股関節置換術：86例、人工膝関節置換術：85例、
膝前十字靭帯再建術：42例、半月板縫合切除術（滑膜切除を含む）：65例、
肘離断性骨軟骨炎に対する手術（骨軟骨移植を含む）：20例、
舟状骨骨接合術（偽関節手術を含む）：43例、
手根管開放術等絞扼性神経障害に対する手術：73例、
脊柱除圧固定術：52例

□臨床成績
半月板・ACL 再建術については、術後8ヶ月でプロスポーツに

（J-リーグサッカー）復帰した例も含め、高いスポーツレベルの
選手にも良好な成績が得られている。
人工関節、手の外科、脊椎手術についても、再手術、複合的障
害合併症も含め、満足すべき成績が得られている。

平成21年度市民健康講座のお知らせ

皮膚科の診療実績（平成20 年 1月～ 12月）

手
の
舟
状
骨
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折
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対
す
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小
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手
術

当
科
で
開
発
し
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た
前
十

字
靱
帯
の
膝
関

節
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の
所
見

前
十
字
靱
帯

再
建
手
術
後
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人材対策室

「学校法人兵庫医科大学基金」創設のお知らせ

学校法人兵庫医科大学  関連事業会社

西宮市武庫川町1-1
兵庫医科大学6号館2F

「くすりの話」
よくなったから、くすりやめてもいい？
　病院で処方されたくすりを使っている場合、症状が軽くなったからと勝手にやめ
ると、反動からかえって症状が悪化するなど好ましくない結果を招くことがあります。
　高血圧のくすりを飲んでいる人が、血圧が下がったからといきなりくすりをやめる
と、血圧が反動で上昇し、心筋梗塞や脳梗塞を引き起こすことさえあります。抗生
物質の場合、やめたときに残っていた菌がまたふえはじめ、前より重い感染になる
こともあります。
　医師は弱いくすりに変えたり量を減らしたりして反動を防ぐなど、症状が改善さ
れてからのくすりの使いかたも考えます。自己判断でくすりをやめると、こうした治
療の妨げとなり、自分の病気を自分で悪くすることにもなるのです。

　このたび、学校法人兵庫医科大学基金を創設し、会員制の学校法人兵
庫医科大学 兵医・萌えの会（ひょうい・もえのかい）を設置しました。
会員の方からは年会費の形で浄財を募り、基金の運営に寄与していた
だく形をとることとなりました。
　今回、ご寄付をいただきました皆様方（会員入会者を対象）への感謝の一環
として、「特典」を設けさせていただきました。詳しくは学校法人兵庫医科
大学基金のホームページをご覧くださいますようよろしくお願いいたします。

＜お問い合わせ先＞
学校法人兵庫医科大学　募金推進室　　担当：森田
　　  0120-456-991　　　　0798-45-6239　　E－mail：bokin@hyo-med.ac.jpFAX

平成22年度

薬学部（医療薬学科）


